
＜使用道具＞

＜材料＞
　貝の口プレート　Mサイズ　2個分
　キルト芯　約36×26cm　1枚
　コットン生地
　　・顔用（白）約15×26cm　1枚
　　・髪、烏帽子用（こげ茶色）約13cm角　1枚
　ちりめん生地
　　・表布用（赤系・青系）約15×38cm　各1枚
　　・裏布、半襟用（ピンク・紺）約15×38cm　各1枚
　手ぬい糸

　

＜作り方＞

貝の口プレートでつくる 雛人形とひな祭りの小物入れ

ぬい針
水性チャコペン
カットワークはさみ115
ちくちくヨーヨープレートSS
手芸用ボンド
油性ボールペン
チークもしくは色鉛筆（ピンク系）

貝の口プレートでつくる　雛人形とひな祭りの小物入れ　4-1

①貝の口プレートに合わせて、生地をカットします。
　プレート＜厚＞に合わせ、顔用の白い生地と、着物用のちりめんをそれぞれぬいしろ1.5cmでカットします。

※「貝の口プレート」の作り方説明書も適宜ご参照ください。

白い生地

お雛様用1枚
お内裏様用1枚

ちりめん生地
お雛様用（赤系）2枚
お内裏様用（青系）2枚

ぬいしろ1.5cm

②顔の面の各パーツ用の生地をカットします。
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＜半襟＞
お雛様用（ピンク）2枚
お内裏様用（水色）2枚

＜着物の襟部分＞
お雛様用（赤系）2枚
お内裏様用（青系）2枚

ちりめん生地

ちりめん生地

＜お雛様　髪＞
こげ茶色の生地　2枚

＜お内裏様　帽子＞
こげ茶色の生地　1枚

③お内裏様の顔の面を作ります。
　①でカットした白い生地に、②でカットした各パーツをボンドで貼り合わせます。
　全てのパーツを貼り合わせたらしつけをして、まわりをはさみでカットします。
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周りをしつけする

しつけをしたら、
はさみで周りを
カットする

【お内裏様とお雛様】

デザイン/lemo



④お雛様の顔の面を作ります。
　半襟を白い生地に貼る前に、下の図のように髪用の茶色い生地（半分に折ったもの）
　を重ねてボンドで貼ります。その後は、お内裏様と同様に作ります。

周りをしつけする

しつけをしたら、
はさみで周りを
カットする

髪用の生地を重ね、
半襟の後ろに来るよ
うにボンドで貼る。
（半襟を貼る前に）

⑥最後にお内裏様・お雛様の顔を作ります。
　目と眉はペンで描きます。お手持ちのチークや色鉛筆で頬に色を付けます。
　お内裏様の烏帽子は、「ちくちくヨーヨープレートSS」でヨーヨーを作り、ぬいつけます。

⑤この後は「貝の口プレート」の作り方説明書を参考に、それぞれのパーツを作り、
　小物入れに仕立てます。
　裏布（小物入れの内側部分）は、お雛様はピンク、お内裏様は紺のちりめん生地で
　作ります。

貝の口プレートでつくる　雛人形とひな祭りの小物入れ　4-2

【桃の小物入れ】

＜使用道具＞

＜材料＞
　貝の口プレート　Sサイズ
　キルト芯　約15×20cm
　ちりめん生地
　　・表布用（緑系）約12×32cm　1枚
　　・裏布用（薄紫）約12×32cm　1枚
　　・桃のモチーフ用（ピンク・薄紫）約12×6cm　各1枚

　

ぬい針
カットワークはさみ115
水性チャコペン
つまみ細工プレート＜丸ひだつまみSS＞
手芸用ボンド

①「貝の口プレート」の作り方説明書を参考に、Sサイズの貝の口の小物入れを
　作ります。表布は緑系、裏布は薄紫のちりめん生地で作ります。

②「つまみ細工プレート＜丸ひだつまみSS＞」を使って、2枚の花びらで桃の
　モチーフを作ります。ピンクと紫で各1セット作ります。

＜作り方＞

③②で作ったモチーフを小物入れに
　ボンドで貼ります。

布端がほつれないように
ボンドをつける。

図のように、
花びら2枚作り
玉どめする。



【ひしもちくん】

＜使用道具＞

＜材料＞
　貝の口プレート　Sサイズ
　キルト芯　約15×20cm
　ちりめん生地
　　・表布用（緑系・ピンク）約12×22cm　各1枚
　　・裏布用（緑系）約12×32cm　1枚
　コットン生地（顔用・白）約10×12cm　1枚
　手ぬい糸

ぬい針
カットワークはさみ115
水性チャコペン
手芸用ボンド
油性ボールペン
チークもしくは色鉛筆（ピンク系）

①貝の口プレートに合わせて、生地をカットします。
　プレート＜厚＞に合わせ、白のコットン生地を1枚、ちりめん生地の緑系とピンクを1枚ずつカットします。
　その他に、緑系とピンクのちりめん生地を5×12cmに1枚ずつカットします。

＜作り方＞

・コットン生地（白）1枚
・ちりめん生地（緑系・ピンク）各1枚

ぬいしろ1.5cm

12cm

5cm

1cm

②顔の面を作ります。①でカットした土台となるコットン生地（白）の上から、
　①でカットした緑系とピンクのちりめん生地を図のようにボンドで貼り付けます。
　しつけをして、まわりをはさみでカットします。

折り返した部分
にボンドをつけ
て貼り付ける。

③顔をボールペンで描き、お手持ちのチークや色鉛筆で頬に色を付けます。

④「貝の口プレート」の作り方説明書を参考に小物入れに仕立てます。
　裏布は緑系のちりめん生地で作ります。
　表布は緑系とピンクのちりめん生地で1パーツずつ作ります。
　組み立てる時に底面が緑、裏面がピンクになるようにします。

貝の口プレートでつくる　雛人形とひな祭りの小物入れ　4-3

※バイアスに裁ちます



【春色の小物入れ】

＜使用道具＞

＜材料＞
　貝の口プレート　Sサイズ
　キルト芯　約15×20cm
　ちりめん生地
　　・表布用（ピンク系・水色系）約13×25cm　各1枚
　　　　　　（黄色）約10cm角　1枚
　　・裏布用（黄色）約12×32cm　1枚
　手ぬい糸

ぬい針
カットワークはさみ115
水性チャコペン
手芸用ボンド

①貝の口プレートに合わせて、生地をカットします。
　プレート＜厚＞に合わせ、ちりめん生地のピンク系を2枚、水色系を1枚カットします。
　その他に、水色系と黄色のちりめん生地を下記の図のように1枚ずつカットします。

＜作り方＞

ピンク系2枚
水色系1枚

ぬいしろ1.5cm

水色系1枚 黄色1枚

※バイアスに裁ちます

②①でカットしたピンク系のちりめん生地1枚の上に、①でカットしたちりめん生地をボンドで貼ります。
　貼り合わせた部分にしつけをして、まわりをはさみでカットします。

③「貝の口プレート」の作り方説明書を参考に小物入れに仕立てます。
　裏布は黄色のちりめん生地で作ります。
　表布はピンク系と水色系のちりめん生地で1パーツずつ作ります。
　組み立てる時に底面が水色系、裏面がピンク系になるようにします。

貝の口プレートでつくる　雛人形とひな祭りの小物入れ　4-4


